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代表挨拶
溝口建設株式会社では公共事業をはじめとした道路や河川工事、一般住宅における給排水

衛生設備工事や産業廃棄物収集運搬業を実施致します。

当社の歴史は創業３８年以上にもなりますので今まで培ってきたノウハウが違います。

「すべては安全・安心な生活のために」を基本姿勢に、お仕事をさせていただき、

常に満足できるサービスをご提供できることをお約束致します。

また、当社はすべてのお客様・スタッフを幸せにし、夢が持てるような、希望に満ちた

人生を託す、価値のある会社づくりを目指します。

今後ともスタッフ一同努力を怠ることなく、変革と飛躍に挑戦し続けてまいります。

引き続きご指導ご支援賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

  代表取締役 溝口雅之

すべては快適な生活のために

 溝口建設株式会社は、主に公共事業を請け負う土木工事の分野で、豊富な実績を

収めてきました。

当社の事業の方向性として道路や河川、上下水道管などのインフラ工事を手掛ける他、

一般住宅における給排水衛生設備工事にも、私たちの実績が活かされています。

溝口建設の工事に対する姿勢、それは、皆様の快適な生活に責任を持つということ。

かつてのインフラ整備から、社会資本整備へと進化した今日の公共土木工事において、

技術や品質、施工管理、コストなどすべての要件に私たちの総合力でお応えしていきます。

インフラ造りで社会を創る

当社は公共工事を中心に様々な基盤づくりや施設整備などのインフラ整備を通して

快適で魅力ある街づくりに貢献しています。例えば近代、道路は、いつでもひとびとの

生活を支えてきました。「車」なくしては、社会が成り立たない現在、道路はまさに

私たちの生活の基盤になっています。当社はその道路も全力を尽くして造り、維持します。

また、災害復旧など突然の非常事態の対応・防災対策にも力を注いでいます。
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１．事業概要

１）事業者名及び代表者名
溝口建設株式会社
代表取締役 溝口 雅之 

２）所在地
本  社    〒880-1101  宮崎県東諸県郡国富町大字本庄５６５４－１
綾支店     〒880-1303    宮崎県東諸県郡綾町大字北俣5103番地
土  場    〒880-1101   宮崎県東諸県郡国富町大字本庄

３）環境管理責任者
EA-21責任者  ： 溝口 雅之（代表取締役） 

４）連絡先
連絡担当者 ： 中間 正 (営業部長)
TEL  ： 0985-75-1088    FAX   ： 0985-75-1089
E‐mail： mizo-ken@circus.ocn.ne.jp
URL   ： https://www.mizo-ken.co.jp

５)事業内容
建設業 （土木一式工事、管工事、水道施設工事、舗装工事)
産業廃棄物収集運搬業 

６）事業規模
法人設立日 ； 1990年9月11日
資本金    ； 1,500万円

7）対象範囲(登録・認証範囲)
対象組織・・・・・・全社(本社・綾支店・土場)
対象活動・・・・・・建設業（土木一式工事、管工事、水道施設工事、舗装工事)

            ・・・・・・産業廃棄物収集運搬業
対象期間・・・・・・2022年8月～2023年7月
第5版作成日・・・2023年9月20日

８）推進組織

400

2022年
230
20
14
150
100

綾支店

項目 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

18
売上高(百万)

20

工務部門 総務部門
産業廃棄物

収集運搬部門

150
工事等の件数 13

150
8

230

資材置場面積(㎡) 400 400 400 400

16 16

400

事業所床面積（㎡）

従業員数

150 150

環境管理責任者

代表者

100

10 11
18

15

135 140 160 230

150
倉庫面積（㎡） 100 100 100 100
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９)許可内容

一般建設業 (許可番号 008988)
（土木一式工事、管工事、水道施設工事、舗装工事)

産業廃棄物収集運搬業
＊許可番号(宮崎県)・・・・・・・・・  04500195039

＊当初許可年月日 ・・・・・・・・・  平成29年04月25日

＊許可年月日   ・・・・・・・・・・ 令和 4年04月25日

＊許可期限年月日・・・・・・・・・ 令和 9年04月24日

＊積替保管なし

＊許可区分と収集運搬実績

・収集運搬実績は2022年8月から2023年7月までの期間です。

＊許可車輛台数

・尚、登録車両は当社の建設工事車両としても使用します。

2.00t

3.65t

3.75t

3.70t

3.00t

3.70t

2.00t

ﾄﾝ

積載

宮崎   ４４ ら  ７６７

0
0
0

単位許可区分

廃プラスチック
紙くず

木くず

繊維くず
ゴムくず

収集運搬量

0
0

0

0
0

178

登録No

金属くず
ガラスくず･コンクリートくず･繊維くず

がれき類
アスファルト殻

宮崎   １３０ す  ４０１

宮崎   １３０ す  ４０２

 宮崎   １３０ う  １０８８

宮崎   ４３０ い  ３０１

宮崎   １１ そ  ８７９９

  宮崎   １００ す ６６５２

宮崎   ４３０ い  ２０１

ダンプ

車輛種類

ダンプ

ダンプ

ダンプ

ダンプ

ダンプ

ダンプ

キャブオーバー 2.95t

キャブオーバー宮崎 １００ は １２７９ 9.50t
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                   環 境 経 営 方 針

企業理念
 溝口建設株式会社は、主に公共事業を請け負う土木工事の分野で、豊富な実績を

 収めてきました。当社の事業の方向性として道路や河川、上下水道管などの

 インフラ工事を手掛ける他、一般住宅における給排水衛生設備工事にも、私たちの

 実績が活かされています。

 溝口建設の工事に対する姿勢、それは、皆様の快適な生活に責任を持つということ。

 かつてのインフラ整備から､社会資本整備へと進化した今日の公共土木工事において、

 技術や品質、施工管理、コストなどすべての要件に私たちの総合力でお応えして

 いきます。

基本方針
  私達は積極的に環境問題を認識し、優先課題と位置付けて、当社の事業活動の

あらゆる分野で自主的、積極的に環境保全に取組み、循環型社会の構築に努め、

持続可能な社会の実現に貢献致します。

１． 当社は、事業活動を通じて環境経営ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑを構築し、環境経営目標、
      環境経営計画を定め、環境経営ｼｽﾃﾑの継続的な改善に努めます。

２．関連する環境の法規制を遵守するとともに、行政機関や団体及び地域の要請に
  協力します。

３． 環境に与える影響を削減する為に、次の事項に対して優先的に取組みます。

      ① 化石燃料や電気使用量の節減による、二酸化炭素排出量の削減

      ② 事業活動から排出される廃棄物の削減とリサイクルの推進  

      ③ 節水活動による水使用量の削減

４． 環境保全に関する啓蒙・啓発と、地域での社会貢献活動に努めます。

５．安全、且つ効率的な工法を推進し、環境に配慮した施工に努めます。

６．受託した産業廃棄物の環境に配慮した運搬に努めます。

  以上は全従業員へ周知し、環境活動レポートで積極的に公表します。

   制定；2019年7月19日

   改定；2020年5月24日

溝口建設株式会社
       代表取締役 溝口 雅之
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３．環境経営目標

第二次中期環境経営目標

基準値
(2019年8月～
2022年7月)

2022年度
(2022年8月～
2023年7月)

2023年度
(2023年8月～
2024年7月)

2024年度
(2024年8月～
2025年7月)

全社 201,837 199,853 197,868 195,884

基準値比0.5％削減 基準値比1.0％削減 基準値比1.5％削減

本社 14,139 14,068 13,998 13,927

基準値比１.0％削減 基準値比2.0％削減 基準値比3.0％削減

全社 14,031 13,891 13,750 13,610

基準値比１.0％削減 基準値比2.0％削減 基準値比3.0％削減

全社 62,984 62,354 61,724 61,094

基準値比0.5％削減 基準値比1.0％削減 基準値比1.5％削減

全社 17.6 17.5 17.4 17.3

現場 99.0%

基準値比0.5％削減 基準値比1.0％削減 基準値比1.5％削減

全社 483.5 481.1 478.7 476.2

＊建設副産物の再資源化率は再資源化量÷総排出量×100

＊事務所のガソリンは、事務所使用分と現場使用分に分けられないため、全社として目標を設定しています。

＊産業廃棄物収集運搬車は建設現場と共用の為、燃料(軽油)は全社として目標を設定しています。

＊自らが施工する建築物等の環境性能の向上及びサービスの改善は、当該環境経営計画を順守する事を目標とします。

４.環境経営目標の実績

  ＊2022年8月から2023年7月までの実績は以下の通りです。

実施区 目標値 実績 達成率 評価

全社 199,853 141,943 140.8% 〇

本社 14,068 11,326 124.2% ○

全社 13,891 9,979 139.2% ○

現場 62,354 43,936 141.9% ○

全社 17.5 17.0 103.2% 〇

現場 ９５％以上
99.6%

(670.5t/673.2t)
104.8% 〇

全社 481.1 451.0 106.7% 〇

全社
環境経営計画

の遵守
遵守して
います。 ― ○

全社 3回 3回 100% ○

＊購入電力の二酸化炭素排出係数は、令和4年1月環境省公表の九州電力調整後排出係数0.480 を使用しています。

＊灯油、LPGを含む二酸化炭素総排出量は144,084kg-CO2です。

取組み項目
（目標項目）（単位）

実施区

１．二酸化炭素排出量の削減
（kg-CO2）

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

項
目

①電力使用量の削減   （kWh）

再資源化率９５％以上

２
廃
棄
物
の

削
減

②建設副産物の再資源化率向上
              （９５％以上）

①一般廃棄物の削減    (kg)

環境ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動、地域貢献活動を３回以上/年全社

４．自らが施工する建築物等の環境性能
      の向上及びサービスの改善

５．環境保全活動の推進 (回)

当該環境経営計画の遵守

４．自らが施工する建築物等の環境性能
      の向上及びサービスの改善

②ガソリン使用量の削減  （Ｌ）

③軽油使用量の削減  （Ｌ）

①電力使用量の削減   （kWh）

②ガソリン使用量の削減   （Ｌ）

３．水資源使用量の削減   （m3）

５．環境保全活動の推進
       (環境ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・地域貢献活動)

全社

２
廃
棄
物

の
削
減

①一般廃棄物の削減    (kg)

②建設副産物の再資源化率向上(%)

３．水資源使用量の削減  （m3）

取組み項目

二酸化炭素排出量の削減
(kg-CO2)

③軽油使用量の削減    （Ｌ）
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５．環境経営計画と実施した取組内容及びその評価

取組項目 活動計画 責任区 取組内容 評価

①不在箇所、昼休みなどの消灯 〇

②空調温度管理
    (夏28℃程度、冬22℃程度)

〇

③パソコンのオート電源オフ設定 ○

①エコドライブの徹底
(ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ､早めのｱｸｾﾙｵﾌなど)

○

②現場への相乗り通勤の推進 ○

③過積載・急発進禁止、空気圧確認 ○

①エコドライブの徹底
(ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ､早めのｱｸｾﾙｵﾌなど)

〇

②重機の定期点検整備の実施 〇

③重機のﾌﾙｱｸｾﾙ抑制運動の推進 〇

①廃棄物の分別計量 〇

②コピー用紙などの節減
  (ﾍﾟｰﾊﾟﾚｽ化・裏紙使用など)

〇

③資材梱包材の業者持帰り依頼 〇

①端材等の再利用推進 〇

②リサイクル可能物の分別廃棄 〇

③資材は残余材発生防止のため、設計
 数量や在庫の確認後に発注する。

〇

①節水ｼｰﾙの表示による意識高揚 〇

②定期的な漏水点検 〇

①環境配慮型重機の使用 〇

②騒音・振動・粉塵・水質汚濁等に
  配慮した工法の推進

〇

③創意工夫による工期短縮の推進 〇

①事務所や現場周辺の清掃活動 〇

②地域ボランティア活動への参加 〇

①飛散・落下・流出が無いよう、
 確実な積み込みを行う

〇

②収集運搬ルートは出来る限り最短
 ルートとする

〇

③収集運搬車両のエコ運転を徹底する
    (エコドライブの徹底)

〇

現場では、できるだけ排ｶﾞｽ規制、超低
騒音重機・機器類を使用するようにして
騒音・振動・粉塵の抑制に留意した施工
を実施。常に創意工夫で工期短縮を図る
が、天候に左右された事も多かった。

環境関連ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱは綾川地区灌漑施設
用地の雑物除去作業に参加致しました。

不在個所や昼休みの消灯、夏場のｴｱｺﾝ
の使用抑制等、全員が節電を徹底した結
果、全ての月で目標を達成し年間目標達
成率は124.2%となった。

比較的近場の現場が多かった事や、社員
の省エネ意識の高まりで、省エネ車への
入替等で139.2%の目標達成となった。今
後もネｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞや相乗り等の推進をし
ていく。

橋脚撤去工事や河川掘削工事などで、重
機作業と大型ﾀﾞﾝﾌﾟｶｰの稼働が増加した
次期もあったが、重機のﾌﾙｱｸｾﾙ抑制
やﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸのｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞなどを徹底して
141.9%の目標達成となった。

出来るだけ分別して廃棄物の削減を図っ
ている。又、文書類はｱｳﾄﾌﾟｯﾄせず、画
面で確認したり不要になった書類の裏面
利用等でｺﾋﾟｰ用紙等の節減を図った結
果、103.2%の目標達成となった。

建設副産物は混合廃棄物や建設汚泥の最
終処分も発生したが、旧橋の橋脚解体で
発生した多量なｺﾝｸﾘｰﾄ塊があった為、
再資源化率は99.6%となった。尚、現場で
は再資源物の分別廃棄等を実施してい
る。

全蛇口を閉めて給水ﾒｰﾀｰを見て漏水の
有無を確認しているが、夏場の熱中症対
策や汚泥運搬車の洗車等で水使用量が増
加した時期があったが106.7%の目標達成
率となった。

・環境保全
 活動の推進

全
部門

・水資源使用
   量の削減

総務
部門

・一般廃棄物
        の削減

総務
部門

・建設副産物の
 再資源化率の
 向上

工務
部門

工務
部門

ｱｽﾌｧﾙﾄ塊の運搬受託が178.0ﾄﾝあった
が、指定処理場へ安全に運搬した。

･電気使用量
       の削減

総務
部門

･ガソリン使用
     量の削減

･軽油使用量
       の削減

工務
収集
運搬
部門

・受託廃棄物
 の環境配慮

収集
運搬
部門

・自らが施工す
る建築物等の環
境性能の向上及
びサービスの改
善

工務
収集
運搬
部門
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6．次年度の環境経営目標と環境経営計画

取組項目と目標値 活動内容
推進

担当者

二酸化炭素排出量
197,868kg/CO2

省エネ・省資源活動の推進
環境管理
責任者

①不在箇所、昼休みなどの消灯

②空調温度管理  (夏28℃程度、冬22℃程度)

③パソコンのオート電源オフ設定

①エコドライブの徹底
   (ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ、早めのｱｸｾﾙｵﾌなど)

②現場への相乗り通勤の推進

③過積載・急発進禁止、空気圧確認

①エコドライブの徹底
   (ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ、速めのｱｸｾﾙｵﾌなど)

②重機の定期点検整備の実施

③重機のﾌﾙｱｸｾﾙ抑制運動の推進

①廃棄物の分別計量と記録

②コピー用紙などの節減
 (ﾍﾟｰﾊﾟﾚｽ化・裏紙使用など)

③資材梱包材の業者持帰り依頼

①端材等の再利用推進

②リサイクル可能物の分別廃棄

③資材は残余材発生防止のため、設計
 数量や在庫の確認後に発注する。

①節水ｼｰﾙの表示による意識高揚

②定期的な漏水点検

①環境配慮型重機の使用

②騒音・振動・粉塵・水質汚濁等に配慮した工法の推進

③創意工夫による工期短縮の推進

①事務所や現場周辺の清掃活動

②地域ボランティア活動への参加

①飛散・落下・流出が無いよう、確実な積み込みを行う

②収集運搬ルートは出来る限り最短ルートとする

③収集運搬車両のエコ運転を徹底する
    (エコドライブの徹底)

＊活動内容については、他に効果的な活動があった場合は随時見直していく。

･電気使用量の削減
  13,998 kWh

･ガソリン使用量の削減
        13,750 L

･軽油使用量の削減
       61,724 L

・受託廃棄物の環境配慮

・自らが施工する建築物
   等の環境性能の向上
   及びサービスの改善

・環境保全活動の推進
   3回

・一般廃棄物の削減
      17.4 kg

・建設副産物の
   再資源化率の向上
       95%以上

・水資源使用量の削減
  478.7 ㎥

総務

工務

推進責任者

収集運搬

総務

工務

工務

総務

工務

-8-



７.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反訴訟の有無

     当社の事業に関係する環境関連法規は、担当者がNetや協会情報などで確認しています。

    尚、関連法規制の遵守状況の確認を実施した結果、違反はありませんでした。

     また、関係当局からの違反等の指摘、及び地域住民からの訴訟等もありませんでした。

         現場での遵守状況は、安全パトロールや安全会議時などで確認しています

当社の事業に関する主な環境関連法規は以下の通りです。

主な法規名 順守事項 評価

委託処理等の契約を締結する 順守

契約書を契約終了後5年間保存する 順守

マニフェストの回収・A票照合と確認・5年間保管 順守

産業廃棄物管理票交付状況等報告（6月末迄） 順守

年間1000ﾄﾝ以上の場合は多量排出事業者報告 非該当

産廃を保管する際は保管基準の順守・掲示板の設置 順守

収集運搬実績記録と記録の保管 順守

マニフェストの受領と期限内の返却 順守

発生を抑制する施工方法、資材を選択する 順守

再利用、再生利用、再資源化の努力をする 順守

再資源利用計画書・実施書を作成する 順守

発生抑制（施工方法、資材選択） 順守

再利用、再生利用、再資源化努力 順守

3ヶ月毎に簡易点検をして、記録を保管する。 順守

機器廃棄の際は、ﾌﾛﾝ回収依頼･委託書を保管する。 非該当

知事へ7日前までに届け出 非該当

作業敷地境界にて85デシベル以下 非該当

知事へ7日前までに届け出 非該当

作業敷地境界にて75デシベル以下 非該当

特定工事に該当するか否かを調査し、発注者に書面で説明 非該当

調査結果記録の保管。掲示板の設置、掲示の事項。 非該当

８．代表者による全体評価と見直しの結果

        当社は創業38年以上に亘って培ってきたノウハウで､「すべては安全・安心な生活のために」

    を基本姿勢にお仕事をさせていただき、常に満足できるサービスをご提供してきましたが、

    更に、ＣＳＲの一環として地球環境保全に取り組む事にして４年目の活動となりました。

    建設業及び産業廃棄物処理業として環境経営方針を定め、環境経営目標と環境経営計画を

    定めて当社で出来る範囲の環境保全活動を行う事とし、環境負荷の削減に取組みました。

   その結果、今年度は橋脚撤去工事や河川掘削工事が多い時期に軽油消費量が大幅に増加した

   事もありましたが、全社員による重機のﾌﾙｱｸｾﾙ抑制運動やｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ等の徹底、更に電気

       使用量については年間を通じて目標を達成する等、省エネ活動を徹底した結果、全項目で

       目標を達成しました。今後も、現場の状況によっては化石燃料を多量に使用して環境負荷が

   増加する事もあると思いますが、節減のために我々が決めた活動を徹底して実施し、不具合

       があれば改善しながら循環型社会、持続可能な社会の構築に尽力致します。

大気汚染
防止法

産業廃棄物
処理法

建設ﾘｻｲｸﾙ法

ﾘｻｲｸﾙ法

ﾌﾛﾝ排出
抑制法

騒音規制法

振動規制法
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